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Ⅰ 事業化プロジェクト 

 

表 1プロジェクト一覧表 

項目 名称 現状 

プロジェクト 1 パワーアップﾟ美土里館プロジェクト 実施中 

プロジェクト 2 地域資源活用プロジェクト 実施中 

プロジェクト 3 地域力活用プロジェクト 実施中 

 

 

プロジェクト

No.1 
パワーアップ美土里館プロジェクト 

実施主体 茂木町 

利用する技術 ☑木質チップ・ペレット製造 ☑堆肥化            

実施体制 

プラントメーカー 

美土里たい肥：㈱岡田製作所 

美土里竹粉： 志賀機械工業㈱ 

BDF：      ティーエムエルデ㈱ 

設計・施工業者 

美土里たい肥：㈱岡田製作所など 

美土里竹粉： ㈱ｸﾞﾘｰﾝﾈｯﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

BDF：      ㈱三進 

概要 

・間伐材を木質バイオマス燃料（木質ペレット）として活用する。農業生産施

設等で実証を行うなどにより利用拡大を図る。 

・美土里堆肥をペレット化し、堆肥の利用・販売促進を図る。 

・菜種、エゴマ栽培に取り組み、搾油・植物油利用・廃食油の回収・ＢＤＦ化

の一連の取り組みを展開する。 

・植物油の地産地消・使用後廃食油の回収、住民・事業者からの回収増大に

よりＢＤＦの生産・利用拡大を図る。 

・竹を伐採し、堆肥原料（粉砕）や竹粉として有効活用する。 

内容 

項目 原料処理能力 原料投入量 

原料 牛ふん、生ごみ、枯葉、もみ殻、おがくず、竹、廃油 

利用量(t/年) 

（たい肥関係） 

【2022 年度実績値】 

4,441 4,441 

堆肥製造量(t/年)   1,117  【2022 年度実績値】 

BDF 製造量(L/年) 4,411  【2023 年度実績値】 

 竹粉製造量(kg/年) 14,140 【2023年度実績値】 
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事業の進捗状況 

・間伐材の木質バイオマス燃料化及び美土里堆肥のペレット化は、事業検討の結果中止となった。 

・現在、菜種油の生産は行っていない。エゴマは、町での栽培は行っていない。町内生産者が栽培

したエゴマは道の駅で取引されており、令和 5 年度の実績は作付面積：631ａ、買取量：

2,458kg、買取額：3,156,650 円であった。  

・BDF 事業の令和５年度の実績は、廃食用油回収量：14,140ℓ、回収事業所数：21、 

製造量：4,411ℓであり、計画策定時（平成 26 年度）から回収量は増加している。 

・町内の竹林（孟宗竹）を伐採し、堆肥原料や竹粉として利用している。令和 5年度の実績

は、竹回収量：59,805kg、竹粉製造量 14,140kg、竹粉販売額：1,491,500 円であった。 

 

茂木町有機物リサイクルセンター 美土里館 (たい肥化施設) 

①施設全景 ②トラックスケール 

③原料投入棟 ④円形発酵棟（一次発酵棟） 

⑤二次発酵棟 ⑥乾燥棟 
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⑦製品棟 ⑧保管庫(おが粉） 

⑨副資材保管庫(もみ殻) ⑩保管庫(枯葉) 

⑪液肥化装置棟 ⑫脱臭棟 

⑬竹粉製造機 ⑭BDF製造施設 
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プロジェクト

No.2 
地域資源活用プロジェクト 

実施主体 茂木町 

利用する技術 ☑木質チップ・ペレット製造  

概要 

・地域材（木材）を素材からエネルギーまで有効活用する。 

・里山資源も落ち葉（堆肥化）から木材（エネルギー・資材）まで有効活用

する。 

・竹を資材として活用しながら、森林・里山整備を進める。 

・休耕田などで菜の花・エゴマを栽培、収穫後は搾油し、健康によい植物油とし

て使用後廃食油は BDF 化、搾油残渣も堆肥化して有効利用する。 

・オーナー制度・農村レストランなどのまちづくり活動と連携して未利用資源を利

用した新商品・サービスを展開することで地域の活性化を図る。 

事業の進捗状況（出来るだけ具体的に記載し、定量化できるものは数値化してください。） 

・間伐材の木質バイオマス燃料化は、事業検討の結果中止となった。 

・落ち葉の収集量の令和 5年度の実績は 89,415kg であった。収集量は、人口減少や高齢化

のため年々減少している。 

・現在、菜種油の生産は行っていない。エゴマは、道の駅で取引されており、令和 5年度の実績は 

作付面積：631ａ、買取量：2,458kg、買取額：3,156,650 円であった。  

・町内の竹林（孟宗竹）を伐採し、堆肥原料や竹粉として利用している。令和 5年度の実績

は、竹回収量：59,805kg、竹粉製造量 14,140kg、竹粉販売額：1,491,500 円であった。 

・新商品・サービスの開発は、竹粉を使用したクッキー等を検討したが、商品化には至っていない。  

 

プロジェクト

No.3 
地域力活用プロジェクト 

実施主体 茂木町 

利用する技術 ☑木質チップ・ペレット製造  

概要 

・燃料や資材（美土里堆肥、美土里竹粉）を利用することで高品質で安全・

安心な農作物を低コストで生産する本町における農業生産モデルを構築し普及

を図る。 

・地域資源を活かした６次産業化等による地場産業の活性化を図る。 

・地域特性を活かした事業・企業誘致による産業活性化を図る。これら本町の

特性を活かした事業による雇用創出を図る。 

・地域資源を知恵と工夫でフル活用し、持続的に発展できる地域づくりを目指

す。 

事業の進捗状況 

・2023年度の美土里堆肥の販売実績は、 販売数量：1,071,169kg、販売額：

10,388,320 円、竹粉は販売数量：14,140kg、販売額：1,491,500 円であり、美土里堆
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肥や竹粉を農業資材として活用することで、高品質で安全・安心な農作物を低コストで生産する

本町の農業生産モデルを推進しています。 

・美土里堆肥や竹粉を使用し、生産された農産物は、道の駅もてぎで加工・販売されるなど 6次

化を推進している。 

・一方、その他の６次化事業者や企業の誘致も進めているが、実績は上がっていない。 

・事業の進捗状況情報の公開の可否について □可         ☑不可 

 

Ⅱ 脱炭素化の取組状況や取組方針に関する設問 

 

Ⅱ-１ 地域における脱炭素に関する計画について  

計画名 策定年度 

（選定年度） 

策定予定の 

有・無 

地方公共団体実行計画 

（区域施策編） 

2023年度 

https://www.town.motegi.tochigi.jp/

motegi/nextpage.php?cd=7672&syu

rui=2 

 

重点対策加速化事業 

（地域脱炭素移行・再エネ推進交付金） 

 有 

ゼロカーボンシティ宣言 2024年度 

https://www.town.motegi.tochigi.jp/

motegi/nextpage.php?cd=7660&syu

rui=2 
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Ⅱ-２ 地域における脱炭素化に関する取組の概要 

 

Ⅱ-3 2030年度までに目指す地域における脱炭素化実現のイメージ 
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